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           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 

＊ 東京天文台百年記念誌資料－その 2-22-2 東京天文台年表（大正 14～昭和 6 年） 

筆者が引き継いだ東京天文台百年記念誌資料については、アーカイブ室新聞 346 号に「東

京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 1－」、349 号に「東京天文台 100 周年記念誌

作成時の資料－その 2－」、353 号に「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 3－」、

という記事を書いた。これらの資料は段ボール箱 3 個に入っていたので 1 箱目を－その 1

－、2 箱目を－その２－、3 箱目を－その３－としたのである。これらの資料についてリス

トのみでなく、内容を具体的に紹介する記事を書き始めたが、順不同で筆者が興味深いも

のをかってにピックアップして書いている。今回は 2 箱目の 22 項目について報告したい。

第 349 号のリストには、20 項目のリストがあり、それぞれの項目に更に多いものは 46 件

のサブリストがある。今回は東京天文台の年表についての資料を記事にしてきたので、2 箱

目の関連資料をつまみ食いすることにした。2 箱目の 22 項目目に、 

２２）大正元年～昭和 23 年と書かれた封筒 年表の原稿 39～84 ページ 

とある。今回は、この原稿の P52（大正 14 年）～P60(昭和 6 年)までの年表を載せる。 

この間の主な事項には（筆者が勝手に行間調整のため選んだ） 

１） 大正 14 年 2 月：理科年表出版を始めた（ポケット型、定価 1 円 50 銭、発売：日

本橋丸善） 

２） 大正 14 年：子午儀室完成 

３） 大正 14 年：京都大学天文台落成（ブラッシャー製 13 吋反射望遠鏡を設置） 

４） 大正 15 年：65 ㎝屈折望遠鏡ドーム、塔望遠鏡地下室完成 

５） 大正 15 年：ゴーチェ子午環本格運用開始（第 1 回国際経度共同測定に参加） 

６） 大正 15 年：太陽黒点観測結果の公表開始 

７） 昭和 2 年：Tokyo Astronomical Bulletin（観測結果、天象予報、理論研究の速報）

発行開始 

８） 昭和 2 年：20 ㎝屈折赤道儀、20 ㎝彗星捜索望遠鏡納入、トロートン・シムス 20

㎝屈折望遠鏡は隠居 

９） 昭和 3 年：東京天文台長 平山信→早乙女清房 

１０） 昭和 3 年：太陽塔望遠鏡購入 

１１） 昭和 4 年：65 ㎝屈折望遠鏡 ドイツ・ツァイスから購入 

１２） 昭和 5 年：射場保昭の私設天文台開設（英 12 吋反射赤道儀望遠鏡、中村要作 4 吋、

7.5 吋屈折望遠鏡を設置） 

１３） 昭和 6 年：65 ㎝屈折赤道義望遠鏡据付完了 試験観測 

１４） 昭和 6 年：太陽塔望遠鏡でスペクトルが得られる。 



 



 



 



 



 



 





 



 



これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


